	憲法改悪反対共同センターニュース
	NO．177
2008年12月1日

	＊ 発行：憲法改悪反対共同センター　http://www.kyodo-center.jp/
＊ 事務局：全労連　〒１１３－００３４　文京区湯島２-４-４ 全労連会館４階

＊ 連絡：℡03-5842-5611　Fax03-5842-5620　 mail：komatsu@zenroren.gr.jp
＊ 転送転載歓迎、各地のニュースに活用してください。


◆「母べえ」上映会　２話の感動エピソード
11月13日東京都内で「平塚らいてうの記録映画を映す会」が主催した「母べえ」上映会と合わせ、山田洋二監督の講演会が開かれました。講演会には女優の吉永小百合さんも駆けつけました。山田監督は11月8日に妻のよし恵さんを亡くしたばかりでした。同会の副会長だったよし恵さんは「講演会には行ってね」と遺言のようにつぶやいたそうです。講演会の様子は毎日新聞（11月14日付）でも紹介されました。
会場にいたある女性の発言です。「今日は友だちから参加を呼びかけられましたが、母べえはいつでも見られるし、と参加しないつもりでした。でも、御茶ノ水駅前で『憲法改悪阻止共同センター』という方々が、9条をまもれと宣伝していて、山田監督と吉永さんのメッセージが書かれたリーフをもらいました。皆さんが行動しているときに自分は行動しなくていいのかと問い直し、今日参加しました。ありがとうございます。」（情報提供：新婦人）
◆9条の会 全国交流集会　青年★熱く思い語る
11月24日（振休）、日本教育会館で「九条の会」第３回全国交流集会が開かれました。集会の午後には、今回初めて青年・職場の分科会が開かれました。
＜学生や青年の声　～青年分科会より～＞
▽東大工学部　昔は造兵廠のための学部だったことを知り、自分の研究していることが世の中のためになるようにと考えることが、「九条の会」に関わるきっかけとなりました。教育基本法改悪の時、タウンミーティングに参加していましたが声を出せませんでした。それを後悔して、今こうして活動しています。
▽高校の教師　事前にビデオ学習をして沖縄に行きましたが、なかなか生徒が戦争の現実感を持つことができませんでした。生徒がどうしたら戦争を身近に感じられるのか、参加者の皆さんは高校の時からそのような思いが持っていたか知りたいと思い参加しました。

▽青山学院　テレビでは知ることが出来ないような、高遠菜穂子さんの生々しい講演を聞いて変わりました。若い人は興味がないよう見えるかもしれませんが、きっかけがあれば変わると思います。
▽東洋大　9月に「九条の会」を立ち上げました。8月5日に広島原爆ドームでの前夜祭に参加したことがきっかけです。大学でビラを配って怒られることが悩みです。ドキュメンタリー映像をつくることを通して憲法9条の「大切さ」を伝えていきたいです。
▽劇団　劇団で「九条の会」をやっている人は少ないです。「九条の会」は硬そうなイメージがあるので、どう広げていこうか悩んでいます。かわいいチラシを作るなど工夫が必要だと思います。

▽埼玉　大学同士の横のつながりが難しい、財政が厳しいなどの悩みがあります。2010年に国民投票法案が施行されますが、対象となる若者の場づくりとして、月に1回「コミュニティ・カフェ」を開いています。若者同士の繋がりを大きくして、2010年に埼玉で大きなイベントをしたいと思っています。
◆愛労連　「新テロ特措法」で地元参議院事務所訪問
新テロ特措法の延長法案が参議院で審議されているとき、愛知県に事務所を構える参議院議員を、11月13日２組で訪問しました。福田と竹崎（国民救援会）は、井上、大塚、鈴木、木俣、谷岡議員事務所を訪ねました。
「新テロ特措法案の徹底審議と廃案を求める要請」に井上議員の事務所では「がんばってください」と激励され、大塚事務所では、田母神氏がトップになれたのは「上からの引きがあったからだ」と感想を述べました。鈴木事務所では、「自衛隊の決起を呼びかけた三島由起夫に対し自衛隊員は『帰れ』と叫んだが、田母神論文には同調するまでに自衛隊が変化している」と訴えました。木俣事務所では、アフガンのカルザイ大統領と握手している写真が貼ってあるところで、駐日アフガン大使が、「アフガンは１００％安全なところはない」としているときに、「民主党が海はダメだが、陸ならよいという」というのはおかしいという声を伝えるように要請しました。谷岡議員には、選挙の公約で「党と違っても９条は守る」とされているので、10月20日に直嶋政調会長が「民主党が政権を取ったら、(自衛隊を海外に派兵するための解釈改憲の)作業に着手する」としたことを話し、「公約を守れ」と伝えました。（愛労連『憲法ニュース第６０号』）
◆新テロ特措法は許さない！奮闘★リレーニュース 
▽広島共同センター　10月22日に、広島市中区本電通停前でリレートークとシール投票を行い、通行人の多くが「法案反対」に投票しました。10月29日には平和公園内慰霊碑前で抗議の座り込みを行い、60人が集まりました。（広島県労連２２６号）

▽岡山県共同センター　10月23日徹底審議を要求してデモ行進を行いました。
11月6日には憲法署名行動が行われ、10名の参加者で40筆の署名を集めました。「軍備が平和への抑止力になっている」との声もあり、事実が報道されていないことを実感させられました。（岡山県労会議２２７号）
▽山口県労連　10月28日・30日、県安保破棄と岩国基地撤去実行委員会と共同で早朝宣伝を行いました。プラカードで通勤途中の市民に法案の廃案を訴える行動に、両日14人が参加しました。（山口県労連２２８号）
▽民放労連　11月7日から開かれた「第４６回民放労連学習会」で、多彩な講師陣に交じって朝日新聞記者の伊藤千尋さんが講演しました。軍事費を教育費にあて、平和外交に取り組むコスタリカを事例にあげ、日本も平和憲法を活かした取り組みをすべきだと訴えました。（民放労連９０７号）
おしらせ
１２・８開戦６７周年シンポジウム

田母神侵略美化問題を糾明する～核心を学び、戦争する国づくりストップを～
パネラー　井上哲士氏（日本共産党参議員）・石山久男氏（歴史教育者協議会前委員長）

特別発言　内藤功氏（日本平和委代表理事・弁護士）

と　き　１２月８日（月）18:30～20:30

ところ　全労連会館ホール
主催　安保破棄中央実行委員会・憲法会議

資料代　５００円
第２回Ｐｅａｃｅ　Ｎｉｇｈｔ　９

「早稲田発　世界の窮状に９条」

と　き　１２月１２日（金）　18：00～

ところ　早稲田大学大隈講堂






